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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒトにおけるTCL1遺伝子の過剰発現は、成熟T細胞白血病の発症に関与していることが示唆されており、染色体再編成によりTCL1遺伝子がT細胞抗原受容体（TCR）-α（MIM 186880）またはTCR-β（MIM 186930）調節エレメントに近接するようになる（Virgilioら、1998年[PubMed 9520462]による要約）。正常なT細胞では、TCL1はCD4-/CD8-細胞で発現するが、分化後期の細胞では発現しない。 TCL1は、細胞生存キナーゼAKT（MIM 164730）のコアクチベーターとして機能する（Laine et al., 2000 [PubMed 10983986]）。[OMIM提供、2010年7月],疾患：慢性T細胞白血病（T-CLL）では、TCL1Aを活性化する染色体異常が認められる。転座t(14;14)(q11;q32)；転座t(7;14)(q35;q32)；逆位inv(14)(q11;q32)は、T細胞受容体α/δ遺伝子座に関与する。,機能：AKT1、AKT2、およびAKT3のリン酸化および活性化を促進する。AKT1の核移行を促進する。細胞増殖を促進し、ミトコンドリア膜電位を安定化させ、細胞生存を促進する。,類似性：TCL1ファミリーに属する。,細胞内局在：ミクロソーム分画。,サブユニット：ホモ二量体。AKT1、AKT2、およびAKT3と（PHドメインを介して）相互作用する。PNPT1と相互作用するが、この相互作用はPNPT1エキソヌクレアーゼ活性に影響を与えない。,組織特異性：T細胞系譜において、未熟胸腺細胞および活性化末梢リンパ球に限定される。Tリンパ球およびBリンパ球分化の初期段階で優先的に発現する。,
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	K562マウス肺ライセートのウェスタンブロット分析、抗体は1000倍に希釈した。二次抗体は1:20000倍に希釈した。

